
平成２０年（2008）３月〈１２〉

　

成
羽
・
川
上
・
備
中
地
域
で
運
行
し
て
い
る
生

活
福
祉
バ
ス
料
金
の
経
過
措
置
が
終
了
し
、
４
月

１
日
か
ら
料
金
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
民
課
市
民
係
（
�
�
０
２
５
４
）

生
活
福
祉
バ 
ス 
の

料 
金
が
変
わ
り
ま
す
ま
す

４月 から

成羽・川上・備中地域期間

大人３００円　小人１５０円
　※坂本線（路線バス）は、４月からは経過措置が
　　なくなるため備北バスの料金で乗車することに
　　なります。

平成２０年　
４月１日～

地域
期間

備中川上成羽

大人３００円
小人１５０円

大人２００円
小人１００円

大人１５０円 小人７０円
 　

＜上記以外の人＞
大人３００円 小人１５０円

平成１９年　
　１０月１日

～

平成２０年　
　３月３１日

「高梁市成羽医療バス
運行に関する条例」、
「高梁市へき地医療バ
ス運営に関する条例」
により、平成 １９年９月
末まで乗車資格を有し
ていた人

※小人：13歳未満

「高梁市川上
福祉バス運行
条例」により
運行している
路線

�

　

市
が
生
産
を
振
興
し
て
い
る
「
ニ
ュ 

ー
ピ
オ
ー
ネ
」
と
「
ト
マ
ト
」
の
栽

培
技
術
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

栽
培
か
ら
出
荷
ま
で
の
過
程
を
現

地
で
実
際
に
体
験
し
て
、
就
農
に
向

け
栽
培
技
術
の
習
得
と
向
上
を
図
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
３
年
以
内
に

市
内
に
就
農
予
定
の
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
意
欲
を
持
っ
て
農
業
経
営
に
取
り

組
む
人
で
、
次
の
①
ま
た
は
②
に

該
当
す
る
人

①
新
た
に
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
ま
た
は

ト
マ
ト
の
栽
培
を
始
め
よ
う
と
す

る
人

②
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
ま
た
は
ト
マ
ト

の
栽
培
を
始
め
て
、
お
お
む
ね
３

年
目
ま
で
の
人
で
、
基
礎
技
術
を

習
得
し
た
い
人

○
農
家
へ
の
労
働
支
援
希
望
の
人
で
、

基
礎
技
術
を
習
得
し
た
い
人

　

家
庭
菜
園
、
家
庭
果
樹
園
を
対
象

（注）
に
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
定
員
お
よ
び
研
修
内
容
…
下
表
の

　

と
お
り

▽
申
込
期
限
…
４
月　

日
�

２２

▽
受
講
料
…
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

農
林
課
農
政
係（
�
�
０
２
２
３
）

３０人（先着順）定　　員

市内ほ場（未定）研修場所

５月上旬～翌年２月上旬（９回程度）
※各回半日程度

研修期間

枝管理、房づくり、収穫、 剪  定 、優良
せん てい

農家視察　等
研修内容

ニューピオーネ ス クール
１５人（先着順）定　　員

市内ほ場（未定）研修場所

５月上旬～１０月上旬（５回程度）
※各回半日程度

研修期間

定植、葉かき、誘引、収穫、優良農家
視察　等

研修内容

トマト ス クール

「ニュー ピオーネ ・ ト マ ト ス クール」
�受 講 生 募 集�



平成２０年（2008）３月〈１３〉

　

市
立
小
・
中
学
校
の
通
学
区
域

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
２
月　

日
、

１８

「
高
梁
市
小
・
中
学
校
通
学
区
域

見
直
し
検
討
委
員
会
」（
井
上
昭
雄

委
員
長
）
が
教
育
長
に
答
申
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
現
行
の
学
区
が
合
併

前
の
旧
市
町
の
枠
組
み
の
ま
ま
で

あ
り
、
隣
の
学
区
の
学
校
の
方
が

距
離
が
近
い
な
ど
の
不
合
理
な
状

況
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通

学
区
域
の
見
直
し
の
検
討
を
行
う

た
め
に
、
同
検
討
委
員
会
に
対
し

て
諮
問
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

答
申
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
答
申
の
概
要 
（
原
文
抜
粋
）

�
通
学
区
域
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て

　

現
行
の
「
高
梁
市
立
小
学
校
及

び
中
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る

規
則
」
に
よ
る
が
、
別
表
の
地
区

に
つ
い
て
は
、
地
理
的
要
因
に
よ

り
配
慮
を
要
す
る
地
区
で
あ
り
、

届
け
出
に
よ
り
就
学
学
校
変
更
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

�
そ
の
他
関
連
す
る
重
要
な
事
項

に
つ
い
て

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
遠
距
離
通
学

補
助
に
つ
い
て
も
十
分
な
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

　

市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
答
申

を
尊
重
し
、
今
後
調
査
研
究
の
上
、

規
則
の
改
正
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
教

職
員
係
（
�
�
９
０
８
１
）

通
学
区
域
の
見
直
し
を
答
申 

 
市
立
小
・
中
学
校

＜別表＞
届け出により就学学校変更ができる地区

①成羽町布寄（田原、阿部山）地区、

　成羽町中野田原地区

②成羽町坂本地区　③落合町福地地区

④落合町原田地区　⑤玉川町神崎地区

⑥松山（広瀬、河内谷）地区

⑦落合町近似（光が丘、市場）地区

　　   高梁市奨学生募集
　市は、将来社会に貢献し得る有為な人材

を育成することを目的に、奨学金の貸付を

行います。

＜応募資格＞

①高梁市に本籍を有する人、または高梁市

に引き続き５年以上住所を有する大学等

に在学する学生

②品行方正にして学業成績優秀な人

③身体、精神ともに健全で成業の見込みの

ある人

④他の奨学金制度から貸付金を受けていな

い人

＜応募方法＞

　奨学金借入申請書に、「出身学校長または

在学校長の推薦書（新１年生は出身校、そ

の他の学年は在学校の推薦）」、「入学許可証

の写し、または在学証明書」、「家族の前年

中の所得証明書」を添えて、教育総務課へ

申し込んでください。

※申請書等は教育委員会および各分室で配

　布します。

＜募集期間＞　４月１日�～４月３０日�

＜募集定員＞　３人以内

＜貸付月額＞　４４，０００円

＜奨学金の返還＞

　学校を卒業後満１年を経過した翌月から

貸与を受けた月数の３倍に相当する期間中

に、その金額を月賦、半年賦または年賦で

返還していただきます。

　なお、奨学金を辞退したり退学等の場合

は、卒業を待たずに返還していただきます。

■問い合わせ

　教育総務課総務係（��９０８０）

鳴 坂旭 遺 作 展４月５日�
～４月１１日�

「人々」F２０号　油絵

有漢地域にゆかりのある鳴坂旭さんの遺作を展示します。（入場無料）

会　　　場：有漢生涯学習センター２階
開 館 時 間：午前９時から午後５時（１１日は午後３時まで）
■問い合わせ　同展実行委員会事務局 （有漢地域局産業建設課内 ��３２１３）

ＡＫＩＲＡ　ＮＡＲＵＳＡＫＡ　ＰＯＳＴＨＵＯＵＳ　ＷＯＲＫ　ＥＸＨＩＢＩＴＩＯＮ


